
バイパス区間
L = 3,330 m

L = 15,200 m

新和田トンネル有料道路　（路線全体概略図）

L = 4,800 m
中間区間

L = 7,070 m

L = 1,746.0 m
冬季塩カル散布

協定区間
上田建設事務所

管理区間

春宮

立孔

（
一
）
八
島
高
原
線

　
　
国
道
２
０
号

国
道
１
４
２
号

旧道

観音橋 長和町

旧道

岡谷市

下諏訪町

国
道
２
０
号
バ
イ
パ
ス

至　上田市

新和田トンネル

木落し坂トンネル

湖北トンネル

男女倉大橋

見附橋
L = 78.0m

土屋大橋
L = 146.6m

わらび平橋
L = 46.0m

鷲ヶ峰橋
L = 10.6m

諏訪口橋
L = 7.8m

西餅屋橋
L = 61.0m

町屋敷大橋
L = 76.0m

大樋橋
L = 173.0m

落合大橋
L = 69.1m

位 置 図

施工箇所

令和2年度 橋梁修繕工事

焙烙橋
L=15.0m
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長野県諏訪郡下諏訪町 西餅屋橋

国道142号 新和田トンネル有料道路
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設計会社

照
査

設
計

調査会社

照査技術者

測量会社

管理技術者

主任技術者

主任技術者

課
長

係
長

長野県道路公社

西餅屋橋・補修一般図

8
00

0

7500

20
5
00

2000

8000

1450

1
15

00

9200

1
0
50

0

1450

A1

A2

P1

60
0

7
50

0
6
00

81
00

A1

A2

P1

2
50

対象箇所

伸縮装置

地 覆

補 修 対 策

アスファルト舗装更新、橋面防水(塗膜系)

伸縮装置更新

経過観察

改質剤塗布、部分打替

改質剤塗布、ひびわれ注入工/充填工、打替

主 構 経過観察

支 承 金属溶射

橋 面

床 版 経過観察

排水施設 排水管更新(ステンレス)

床 版 床版上面改質剤塗布

側 面 図 S=1:200

断 面 図 S=1:50

600 7500 600

8700

1050 3@2200=6600 1050

1
6
0
0

350 支間長29974 支間長30019 355

桁 長60698150 152

橋 長61000

桁 長60698150 152

橋 長61000

平 面 図 S=1:200

下 部 工

高 欄

アスファルト舗装更新
橋面防水(塗膜系)
床版上面改質剤塗布

伸縮装置更新

伸縮装置更新

A1橋台
ひびわれ注入工
ひびわれ充填工
打替(断面修復)
改質剤塗布 A2橋台

ひびわれ注入工
ひびわれ充填工
打替(断面修復)
改質剤塗布

P1橋脚
ひびわれ注入工
ひびわれ充填工
打替(断面修復)
改質剤塗布

アスファルト舗装更新t=60mm※
橋面防水(塗膜系)
床版上面改質剤塗布地 覆

部分打替(断面修復)
改質剤塗布

地 覆
部分打替(断面修復)
改質剤塗布

地 覆
部分打替(断面修復)
改質剤塗布

地 覆
部分打替(断面修復)
改質剤塗布

支 承
金属溶射

支 承
金属溶射

支 承
金属溶射

支 承
金属溶射

補修箇所一覧表

Fix

Mov

Mov

※現況t=50mm→補修t=60mm

取付舗装

取付舗装

2000 2000

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事
諏訪郡下諏訪町 西餅屋橋

橋梁修繕工
L=61.0m W=7.5(8.7)m
舗装工 A=445m2
伸縮装置取替工 L=15.4m
下部工補修 1式
支承防錆(金属溶射) 12基



橋 面

A1

A2

至 諏訪市

至 上田市

改質剤塗布(表面保護工)

ケイ酸塩系

改質層

コンクリート表面

コンクリート改質剤
施工断面

下地処理

工 程 使 用 材 料 標準塗布量 塗 布 方 法

ディスクサンダー

2回塗り
水和反応活性剤

（１液型）
0.300(kg/m2)

（0.3L）
ローラー刷毛
スプレー吹き

刷 毛

S=1:5
地覆 車道部幅員

排水用導水材φ18

防水層

塗膜系

アスファルト舗装

成型目地材 5mm 厚

(RCシール同等品以上)

(断 面 図)

改質剤塗布

床版上面

端部目地処理
L=59.3ｍ

改質剤塗布範囲 S=1:250

(平面図)

端部目地処理 S=1:250

(平面図)

S=1:100

1,050 3@2,200=6,600 1,050

1
,6

00

600 7,500 600

8,700

標 準 横 断 図 S=1:50

床版上面
改質剤塗布

地 覆
改質剤塗布

地 覆
改質剤塗布

アスファルト舗装更新
改質Ⅲ型-W t=60mm

橋面防水
塗膜系

1.50% 1.50%

凡 例

橋面防水・As舗装更新

改質剤塗布(表面保護工)

伸縮装置更新

打替(断面修復)

アスファルト
舗 装

4

3

1

2

3
0

（
2
0
～

1
3
0
）

床
版

厚
（

2
4
0
～

3
5
0
）

φ100コア抜き

φ50コア抜き

φ60

目詰り防止材
（スプリングフィルター）

吊り金具

接着用樹脂注入

ゴムパッキン

2
0

5
0

1
2
0

1
0

導水パイプ φ42.7ｘ70

備 考

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）φ34.0ｘ35

鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

普通鉄板

キャップ付（φ60ｘ2.3ｔ）

寸 法

本体構成部品

本体構成部品

ゴムパッキン

吊 り 金 具

部 材 名

1

2

本体構成部品 φ34.0ｘ1703 鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

床版水抜管（既設用）

スプリングフィルタ－（SUS304）目詰り防止フィルタ－

5 -1

2
7

35
18

8
0

40

ナット

フレキシブルチューブ

径20ｍｍ SUS304

床 版 水 抜 管 S=1:5

(既設橋取付 床版厚290mm用)

備 考寸 法部 材 名

導水パイプ（SUSタイプ）

40.0×80 樹脂製5 -1本体構成部品

フレキシブルチューブ 径20mm ステンレス（SUS304）

2
5

孔φ5

Pグリップ止金具

主桁鋼材に、確実に
固定できるものを使用すること

57

28

2

(参考図)(20A・25A用参考図)

※コンクリート釘#7×75等で確実に固定すること

2
0
0
以

上

止金具

止金具

床版水抜管

フレキシブルチューブ
(床版水抜管用)
L=3.0m

Pグリップ

床版水抜管

フレキシブルチューブ
(床版水抜管用)
L=3.0m

Pグリップ

西餅屋橋・補修図(1)
(舗装・橋面防水・地覆)

縮
尺

番
号 図 示補修図(1)2

長野県諏訪郡下諏訪町 西餅屋橋

国道142号 新和田トンネル有料道路
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設計会社

照
査

設
計

調査会社

照査技術者

測量会社

管理技術者

主任技術者

主任技術者

課
長

係
長

長野県道路公社

端部目地処理

(シルバーメッシュ同等品以上)

伸縮装置更新
除雪対応誘導板付

P1

アスファルト舗装更新
改質Ⅲ型-W t=60mm

改質剤塗布、橋面防水(塗膜系)

150 30,324 30,374 152

61,000

6
0
0

3
7
5
0

3
7
5
0

6
0
0

8
7
0
0

伸縮装置更新
除雪対応誘導板付

排水用導水材φ18
L=10.0ｍ

排水用導水材φ18
L=8.4ｍ

排水用導水材φ18
L=11.1ｍ

排水用導水材φ18
L=8.4ｍ

排水用導水材φ18
L=10.0ｍ

排水用導水材φ18
L=10.0ｍ 排水用導水材φ18

L=10.0ｍ 排水用導水材φ18
L=10.0ｍ

排水用導水材φ18
L=10.0ｍ

排水用導水材φ18
L=7.7ｍ

排水用導水材φ18
L=6.9ｍ

床版水抜管設置

床版水抜管設置

1700

1700

150 30,324 30,374 152

61,000

6
0
0

3
7
5
0

3
7
5
0

6
0
0

8
7
0
0

17001700

150 30,324 30,374 1 52

61,000

6
0
0

3
7
5
0

3
7
5
0

6
0
0

8
7
0
0

1700

1700

端部目地処理
L=59.3ｍ

端部目地処理
L=7.5ｍ

端部目地処理
L=7.7ｍ

伸縮装置
更新

伸縮装置
更新

伸縮装置
更新

伸縮装置
更新

地 覆
改質剤塗布

地 覆
改質剤塗布

A1 P1

A2

A1 P1

A2

端部目地処理

排水桝削孔
排水用導水管の流末は排水桝へ うき・断面欠損部

500×350×50

断面欠損部
150×200×50

断面欠損部
100×200×50

断面欠損部
500×100×50

断面欠損部
300×100×50

断面欠損部
200×100×50

6566

2614

4950

3600

床版天端改質剤塗布 59300

地覆・部分打替
(断面修復)

※排水用導水管は導水勾配を確保の上、設置すること」
床版水抜管は縦横断勾配を考慮の上、適切な位置に設置すること

断面修復工(参考:地覆部)

エポキシ樹脂系プライマー
防錆材ポリマーセメントモルタル

（注） 1．鉄筋が露出する場合は、鉄筋裏側までハツリを行い、鉄筋に

下地処理後防錆処理を施すこと

2．損傷部周辺について打音点検を行い、コンクリートの浮きが

確認された場合はハツリ後、同様の処理を行なうこと

3．外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

4．マクロセル腐食予防が想定される場合は、修復材もしくは防錆剤に

亜硝酸リチウム系の材料を用いた材料を使うこと

※※断面欠損部、うき部の補修は損傷程度、損傷範囲、損傷位置に応じて
コンクリート部分打替、または断面修復工(ポリマーセメントモルタル)にて補修のこと

地覆・部分打替
(断面修復)

地覆・部分打替
(断面修復)

地覆・部分打替
(断面修復)

地覆・部分打替
(断面修復)

※現況t=50mm→補修t=60mm

6
0

2
5
0

本体構成部品 φ42.7ｘ1304 鋼管（亜鉛メッキ仕上げ）

60,698

ケイ酸塩系改質剤塗布
防錆材24-12-20-H（W/C=55以下）

8
0
m
m
以

上

（注） 1．舗装撤去後、床版天端の打音点検を行い、コンクリートの浮きが

確認された場合はハツリ後、断面修復を行うこと。

2．外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと。

3．マクロセル腐食予防が想定される場合は、修復材もしくは防錆剤に

亜硝酸リチウム系の材料を用いた材料を使うこと。

4. 本工種は数量を計上していない。現場状況に応じて、監督員と協議

の上施工のこと。

断面修復工(参考:床版天端)

取付舗装
A=15m2

取付舗装
A=15m2

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図

目地処理
L=59.3ｍ

目地処理
L=2.0m



西餅屋橋・補修図(2)
(A1・伸縮装置Mov)
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長野県諏訪郡下諏訪町 西餅屋橋

国道142号 新和田トンネル有料道路
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照査技術者

測量会社

管理技術者

主任技術者

主任技術者

課
長

係
長

長野県道路公社

既設撤去断面参考図 S=1:8

S=1:8伸縮装置断面図

125

30～40

125 3@250=750

1000

93.831.3 7@125=875

120 155

50

170

445

38
5
5

60110 110

280155

140

4
7

18

1
58

12
0 1
70

φ
80

60

φ
65

S=1:10伸縮金物平面図 S=1:5伸縮金物断面図

温度変化伸縮量

温度範囲 －２０゜Ｃ～＋４０゜Ｃ

設 計 条 件

４３．７ｍｍ

２

１５１．８８

数量

７．６００

ＳＤ３４５ ｋｇ

アップスタンド

名称

伸縮装置

３

番号

１

個

材質

アルミ合金鋳物 ｍ

単位

Ｄ１９×７．５ｍ× ９本

記事

ＫＭＡ－１６０Ｎタイプ

（１箇所当たり）

２．６１ｍ鋼板等遊間部型枠

２

２９．８６補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ６６０× ２９本

４

６

７

補強鉄筋

８

材 料 表

１．施工において図面相当品とする

注記

２．伸縮装置の割付は変更することがある

ｍ ３
３ｈ＝２４Ｎ／ｍｍσ超速硬コンクリート後打ちコンクリート １．８４

３１．２２補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ６９０× ２９本

３．カッター巾、ハツリ深さは

現場の状況に応じて変更のこと

４．既設の床版鉄筋は極力切断しないこと

５．差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な時、不要とする

１４５本差筋アンカー

７．５既設伸縮装置

既設コンクリート

既設参考撤去数量

１．８４ｍ ３

ｍ

Ｄ１６

２
１５０×８．７ｍ× ２式

ＷＴジョイント

９

７．６００二重止水装置 ｍ

75

8
0

460(150)

590(280)

10
0

S=1:8鉄筋加工図

S=1:30金物設置図

15

250

1

85

120 255

265

ウェブ遊間:185

225

580

1340

495

290

120

橋梁側橋台側

2
20

87
縦断勾配 8.0%

2
20

2

250

差筋アンカー

D16 @ 250

14

190

600 7500 600

※( )内寸法は実測値とする

伸縮装置7600

8006 @ 1000 = 6000800

補強鉄筋・除雪誘導板 28 @ 250 = 7000

50 50

横断勾配 1.5%2
50

(
2
40

)

25
0

(
24

0)

8700

排水ホース

33

6
5

160

15

110

50

丸鋼φ9を孔の上側に溶接

φ9.5キリの上、

35

70

45

t=16mm

3
5

親柱あり親柱あり

および地覆角度

移動方向

90°
0′

0″橋
梁

側
橋

台
側

既設伸縮装置幅 実測値:1700

橋梁側橋台側

2
20

１０

２地覆カバー ＳＵＳ３０４ 式 ｔ＝２ｍｍ(打込アンカー含)

２

ウェブ遊間:185

撤去

地覆面より

後退して設置

4地覆面より

後退して設置

4

L=300

2
20

常時伸縮量 ５３．７ｍｍ

( 11 )

( 10 )

5

５ ５８除雪誘導板 ＳＳ４００相当品 枚 ＰＬ１６× ６５× １６０

１１

設置図

F

A2

M

A1 P1

縦断勾配 8.0%

60700
150

<170>

150

<185>

除雪誘導板詳細図 S=1:3

縦
断

勾
配

8
.0

%

支柱あり 支柱あり

※<>内寸法はウェブ遊間での値を示す

地覆切欠寸法

10mm

地覆切欠寸法

10mm

1
30

500(190)

1
30( 12 )

9

ＳＤ３４５

アルミ合金

１２

１３

２１．９３補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１３× ７６０× ２９本

４４．７８ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１３×７．５ｍ× ６本用心鉄筋（メッキ処理）

排水ﾎｰｽ 外径φ27.6内径φ19

パラペット厚400

1340

13 16

6

111012

１４

１５

１６

１５．８３補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ３５０× ２９本

１７．１９補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ３８０× ２９本

１２．９８補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１３× ４５０× ２９本

8

7

9

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図
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査
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測量会社

管理技術者

主任技術者

主任技術者
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長
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長
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設置図

125

30～40

125 3@250=750

1000

93.831.3 7@125=875

120 155

50

170

445

38
5
5

60110 110

280155

140

4
7

18

1
58

12
0 1
70

φ
80

60

φ
65

S=1:10伸縮金物平面図 S=1:5伸縮金物断面図

温度変化伸縮量

温度範囲 －２０゜Ｃ～＋４０゜Ｃ

設 計 条 件

０ｍｍ(固定沓)

２

１５３．９０

数量

７．８０２

ＳＤ３４５ ｋｇ

アップスタンド

名称

伸縮装置

３

５

番号

１

個

材質

アルミ合金鋳物 ｍ

単位

Ｄ１９×７．６ｍ× ９本

記事

ＫＭＡ－１６０Ｎタイプ

（１箇所当たり）

２．６７ｍ鋼板等遊間部型枠

２

３０．８９補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ６６０× ３０本

４

補強鉄筋

材 料 表

１．施工において図面相当品とする

注記

２．伸縮装置の割付は変更することがある

ｍ ３
３ｈ＝２４Ｎ／ｍｍσ超速硬コンクリート後打ちコンクリート １．８８

３２．２９補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ６９０× ３０本

３．カッター巾、ハツリ深さは

現場の状況に応じて変更のこと

４．既設の床版鉄筋は極力切断しないこと

５．差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な時、不要とする

１５０本

７．６既設伸縮装置

既設コンクリート

既設参考撤去数量

１．８８ｍ ３

ｍ

特殊仕様：斜角

２
１５０×８．９ｍ× ２式

ＷＴジョイント

７．８０２二重止水装置 ｍ

S=1:8鉄筋加工図

S=1:30金物設置図

612 7642 611

※( )内寸法は実測値とする

伸縮装置7802

9016 @ 1000 = 6000901

補強鉄筋・除雪誘導板 29 @ 250 = 7250

80 80

横断勾配 1.5%

2
5
0

(2
4
0)

2
50

(2
40

)

8865

排水ホース

33

親柱あり

10
0°

47
′
26
″

95
°
37
′
38
″

10
1°

18
′
55
″

橋
梁

側
橋

台
側

親柱あり

F

A2

M

A1 P1

縦断勾配 8.0%

地覆面より

後退して設置

4地覆面より

後退して設置

4

６０除雪誘導板(斜角仕様) ＳＳ４００相当品 枚 ＰＬ１６× ６５× １９０

２

L=300

100

1
5

65

60

130

190

45

60

t=16mm

85

45

35

丸鋼φ9×2本を孔の上側に溶接

1
0

60700
150

<170>

150

<185>

除雪誘導板詳細図 S=1:3

２地覆カバー ＳＵＳ３０４ 式 ｔ＝２ｍｍ(打込アンカー含)

支柱あり

縦
断

勾
配

8
.0

%

支柱あり

常時伸縮量 １０．０ｍｍ

移動方向

95
°
37
′
38
″

※<>内寸法はウェブ遊間での値を示す

地覆切欠寸法

10mm

地覆切欠寸法

10mm

６

７

８

差筋アンカー Ｄ１６

９

１０

１１

ＳＤ３４５

アルミ合金

１２

１３

２２．６９補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１３× ７６０× ３０本

４５．３７ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１３×７．６ｍ× ６本用心鉄筋（メッキ処理）

排水ﾎｰｽ 外径φ27.6内径φ19

１４

１５

１６

１６．３８補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ３５０× ３０本

１７．７８補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１６× ３８０× ３０本

１３．４３補強鉄筋 ＳＤ３４５ ｋｇ Ｄ１３× ４５０× ３０本

75

8
0

460(150)

590(280)

10
0

( 11 )

( 10 )

1
30

500(190)

1
30( 12 )

8

7

9

既設撤去断面参考図 S=1:8

S=1:8伸縮装置断面図

15

250

1

85

120255

265

ウェブ遊間:185

225

580

実測値:1340

495

290

120

橋梁側 橋台側

2
20

8 7
縦断勾配 8.0%

2
20

2

250

差筋アンカー

D16 @ 250

14

190

既設伸縮装 幅実測値:1700

橋梁側 橋台側

2
20

ウェブ遊間:185

撤去

2
20

59

パラペット厚400

1340

1316

6

11 10 12

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図
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4
.
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.
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置
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-
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p
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.
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x
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1
0
(
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S
3
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4
)

45°

3
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5

8
5
0

3
7
5

1
6
0
0

1
7
4
0

5
0
0

45°
1015

0

H
7
0

A2 A2
撤

去
1
-
P
i
p
e

φ
1
1
4
.
3
x
4
.
5
x
1
7
8
1
(
S
G
P
)

新
設

1
-
P
i
p
e

φ
1
5
2
.
4
x
1
.
2
x
2
0
0
0
(
S
U
S
3
0
4
)

5
0 2
5

1
0
0

2
5

A1 A1

取付詳細図 S=1:20

桝タイプ

取付バンドタイプ

D1、D4～D8

D5～D8

桝タイプ

取付バンドタイプ

D2、D3

D1～D4

D5

D6

D7

D8

〃 B-1 400

〃 〃 364

〃 〃 346

〃 〃 339

桝タイプ 取付バンドタイプ H

D2

D3

D4

DR-2 〃 317

〃 〃 364

DR-1 〃 406

D1 DR-1 B-2 321

"E"

既設排水桝(FC-25) S=1:10

配置図

DR-1 DR-2

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

3.SS400は全て溶融亜鉛メッキ

(JIS H 8641 2種 HDZ55) 仕上げを行う。

但し、ボルト類はHDZ35とする。

4.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し

耐食性向上の措置を講じる。

5.現地調査にて寸法確定後製作する。

高気密ステンレス排水管詳細図

D5

D6

D7

D8

497 427 332

452 382 287

435 365 270

447 477 205

A1 A2 L1

D1

D2

D3

D4

806 736 499

228 591 371

266 629 404

625 555 342

A1 A2 A3

取付金具B-1

2-PL 100x6x385(SS400)

1-PL 100x6xL1(SS400)

1-PL 100x6x200(SS400)

4-BN M12x45(SS400)

2-BN M12x50(SS400)

2-EPDM 100x3x230

取付金具B-2

2-PL 100x6x382(SS400)

2-PL 100x6xL1(SS400)

2-PL 100x6x180(SS400)

6-BN M12x45(SS400)

6-BN M12x50(SS400)

2-EPDM 100x3x230

659

531

564

502

L1

天板プレート一体型排水装置
(TS-PL_PIPE-L同等品以上)

製作数=6
NETIS No.CB-190003-Aに準ずる

排水装置
(TS-PIPE同等品以上)

製作数=2

西餅屋橋・補修図(4)
(排水施設)

1
9
5
0

支持金具
交 換

支持金具
撤 去

4
5
°

支持金具
交 換

26
0

1
9
5
0 φ152

30

3
0

2 50

2
5
0 φ 15 2

外周曲加工

t=2.0mm

1
0

施工時
接着面シーリング塗布

4-φ14x30長孔
4-アンカーボルトM10x80
(1-SW,1-W,2-N)

45°

内側EPDM貼付
t=3.0㎜

45°

φ152

26
0

1
7
4
0

135°

2
0
0
m
m
以

上

2
0
0
m
m
以

上

6
6 6

φ
15
8

内側EPDM貼付
（t=3mm）

A2

2
5 5
02
5

1
0
0

30
30

40
30

60 85 85 70

300

30

L1 6

6

4-φ14孔

2-φ14x30 長孔

2-φ14x30 長孔

50 50

100

5
0

1
0
0

5
0

2
0
0

5
0
5
0

1
0
0

25

50

25

100

6
6

φ
15
8

内側EPDM貼付
（t=3mm）

2
5 5
02
5

1
0
0

30
30

40
30

60 85 85 70

300

30

4-φ14孔
80 80

80 6

30

30

2-φ14孔

4-φ14x30長孔

A2

4
0
0

6
6

2
0
9

A3

4-φ14x30 長孔

150 30,324 30,374 15 2

61,000

6
0
0

3
7
5
0

3
7
5
0

6
0
0

8
7
0
0

A1

A2

P1

D6 D5 D4 D3
D2

D1

D8 D7

4
6
0

7
0

5
3
0

4
3
0

7
0

5
0
0

190 60

250

290 190 60

250

290

2
5
0

10 φ80 10

至 諏訪市至 上田市

排水管
交 換

排水管
交 換

鋼桁孔明φ14

鋼桁孔明φ14

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図
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設計会社
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査
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計

調査会社

照査技術者

測量会社

管理技術者

主任技術者

主任技術者

課
長

係
長

長野県道路公社

西餅屋橋・補修図(5)
(支承部・下部工)

A1

A2

至 諏訪市

至 上田市

P1

150 30,324 30,374 152

61,000
8
7
0
0

Fix

Mov

Mov

BP・A支承(Mov)
支承反力175t
金属溶射

BP・A支承(Mov)
支承反力75t
金属溶射

BP・A支承(Fix)
支承反力75t
金属溶射

平面図 S=1:100

600 7500 600

8700

1050

400

4550

4950

611 7643 612

8866

4076159

6566 1069

1000

2000

1000

1
20

0
8
6
3

8
63

1
2
00

73
7

1850 5000 1850

1282 3@2,200=6,600 818

8700

1
20

0

改質剤塗布(表面保護工)

ケイ酸系

改質層

コンクリート表面

コンクリート改質剤
施工断面

下地処理

工 程 使 用 材 料 標準塗布量 塗 布 方 法

ディスクサンダー

2回塗り
水和反応活性剤

（１液型）
0.300(kg/m2)

（0.3L）
ローラー刷毛
スプレー吹き

刷 毛

凡 例

改質剤塗布(表面保護工)

204
11991

1
0
0
0

1
0
0
0 1
0
0
0

1
0
0
0

A1橋台 S=1:100 A2橋台 S=1:100 P1橋脚 S=1:100

A1橋台
沓座前面
改質剤塗布

A1橋台
沓座天端
改質剤塗布

A2橋台
沓座前面
改質剤塗布

A2橋台
沓座天端
改質剤塗布

P1橋脚
沓座前面
改質剤塗布

P1橋脚
沓座天端
改質剤塗布

A1橋台
沓座側面
改質剤塗布

A2橋台
沓座側面
改質剤塗布

P1橋脚
梁部側面
改質剤塗布

P1橋脚
梁部側面
改質剤塗布

※改質剤塗布範囲は損傷状況を加味して
橋台は沓座面より1m、橋脚は梁部全ての範囲としたが、
現場状況に応じて範囲は調整すること

(正面図) (側面図) (正面図) (正面図)(側面図) (側面図)

200 8500 8636 230

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図
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600 7500 600
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1
50

0
1
0
50

49
50
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0
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00

4
55

0
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00

5
00

5
50

正 面 図 (1-1)

側 面 図 (2-2) 側 面 図 (3-3)

平 面 図 (4-4)

4

3

4

2

3

2

11

3200 400

3600 1050
600 7500 600

8700

1050

400

4550

4950

うき・断面欠損部
1050×1000×50

L1.5

A 1 橋 台

2
50

0

200

600 100

700

612

600

4
00

1
05

0

4
0
0

1
0
50

55
2

49
8

7643611

8866

正 面 図 (1-1)

側 面 図 (2-2) 側 面 図 (3-3)

平 面 図 (4-4)

4

3

4

2

3

2

11

1069 2500

407 2093611 7643 612

8866

2.
2
30

4076159

6566 1069

40
9

61
5
9

断面欠損部
200×100×50

うき部
250×1100×50うき部

950×1100×50

A 2 橋 台

凡 例

ひびわれ注入工

部分打替(断面修復)

縮
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番
号 図 示補修図(6)7

長野県諏訪郡下諏訪町 西餅屋橋

国道142号 新和田トンネル有料道路
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調査会社

照査技術者

測量会社

管理技術者

主任技術者

主任技術者

課
長

係
長

長野県道路公社

西餅屋橋・補修図(6)
(A1橋台・A2橋台)

ΣL=1.1m

L0.6

L2.5

L0.5

L0.5

L0.5

L0.3
L0.6

L0.4

L0.5
L1.0

L1.3

L1.7

L1.1 L2.1

L0.9

L1.6
L0.5

L0.7

L0.3

L0.3

L0.4

L1.0

L1.1

L1.2

L0.4

L1.0

L1.1

L0.4

L1.6

L1.3

L0.5

L0.8

L1.6

L0.6

L0.6L1.2

L0.7

L0.4

L2.5

L0.4

L0.6

L0.9

L0.9

L1.0

L0.9
L1.3

L0.4

L0.3

L0.5

L0.3
L0.2

L0.5

L0.3
L0.4 L0.9

L0.5
L0.3

L0.2

L0.9

L0.9

L0.1

L0.2

L0.1
L0.5

L0.6

L1.3

ひびわれ充填工

うき部
250×1100×50

1液常温硬化型・可とう性エポキシ樹脂

（注） 1.現地詳細調査の上、補修範囲を決定すること
2.遊離石灰の顕著なひび割れに適用
3.外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

ひび割れ充填工

ひびわれ

1
0
m
m

10mm

ひび割れ注入工

A1橋台
ひびわれ注入工
ひびわれ充填工

A1橋台
ひびわれ注入工
部分打替(断面修復)

A2橋台
ひびわれ注入工
部分打替(断面修復)

A2橋台
部分打替(断面修復)

※断面欠損部、うき部の補修は損傷程度、損傷範囲、損傷位置に応じて
コンクリート部分打替、または断面修復工(ポリマーセメントモルタル)にて補修のこと

断面修復工(参考)

エポキシ樹脂系プライマー
防錆材ポリマーセメントモルタル

（注） 1．鉄筋が露出する場合は、鉄筋裏側までハツリを行い、鉄筋に

下地処理後防錆処理を施すこと

2．損傷部周辺について打音点検を行い、コンクリートの浮きが

確認された場合はハツリ後、同様の処理を行なうこと

3．外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

4．マクロセル腐食予防が想定される場合は、修復材もしくは防錆剤に

亜硝酸リチウム系の材料を用いた材料を使うこと

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図

（注） 1．現地詳細調査の上、補修範囲を決定すること
2．幅0.2mm以上のひび割れは注入すること
3．パイプ間隔は＠250程度とすること
4．外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

ゴム加圧式注入器具

エポキシ樹脂系シール材

取り付けパイプ

ひびわれ

（エポキシ樹脂系注入材充填）

(参考図)

(参考図)
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長野県諏訪郡下諏訪町 西餅屋橋

国道142号 新和田トンネル有料道路
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ひび割れ充填工 ひび割れ注入工

P1橋脚
ひびわれ注入工
部分打替(断面修復)

うき・断面欠損部
1050×1000×50

P1橋脚
ひびわれ注入工
部分打替(断面修復)

P1橋脚
ひびわれ注入工
部分打替(断面修復)

P1橋脚
ひびわれ注入工
ひびわれ充填工
部分打替(断面修復)

断面欠損部
6-100×100×50

凡 例

ひびわれ注入工

部分打替(断面修復)

ひびわれ充填工

※断面欠損部、うき部の補修は損傷程度、損傷範囲、損傷位置に応じて
コンクリート部分打替、または断面修復工(ポリマーセメントモルタル)にて補修のこと

断面修復工(参考)

エポキシ樹脂系プライマー
防錆材ポリマーセメントモルタル

（注） 1．鉄筋が露出する場合は、鉄筋裏側までハツリを行い、鉄筋に

下地処理後防錆処理を施すこと

2．損傷部周辺について打音点検を行い、コンクリートの浮きが

確認された場合はハツリ後、同様の処理を行なうこと

3．外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

4．マクロセル腐食予防が想定される場合は、修復材もしくは防錆剤に

亜硝酸リチウム系の材料を用いた材料を使うこと

令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図

取り付けパイプ

エポキシ樹脂系シール材

ゴム加圧式注入器具

（注） 1．現地詳細調査の上、補修範囲を決定すること
2．幅0.2mm以上のひび割れは注入すること
3．パイプ間隔は＠250程度とすること
4．外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

ひびわれ

1
0
m
m

（注） 1.現地詳細調査の上、補修範囲を決定すること
2.遊離石灰の顕著なひび割れに適用
3.外気温5℃以下で施工を行う場合は、保温養生を行うこと

1液常温硬化型・可とう性エポキシ樹脂10mm

ひびわれ

（エポキシ樹脂系注入材充填）

(参考図)(参考図)
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西餅屋橋・仮設工(参考図)
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令和2年度 新和田トンネル有料道路 橋梁修繕工事

実施図

152

橋 長61000

桁 長60698150

60
0

81
0
0

7
50

0
6
0
0

橋梁地覆補修等足場L=60.7m

橋梁地覆補修等足場L=60.7m

吊足場
L=2m

1
0
3
0
0

吊足場
L=2m

吊足場
L=2m

吊
足

場
W
=
6
6
0
0

枠組足場
L=2m

吊足場
L=2m

枠組足場
L=2m

橋
梁

地
覆

補
修

等
足

場
W
=
1
8
5
0

枠
組

足
場

L
=8

40
0

枠組足場
L=3000

枠
組

足
場

L
=
8
4
0
0

単管足場
L=3000

足場工

種類

吊足場

橋梁地覆補修等足場

(シート張、板張防護)

枠組足場
(A1,P1.A2)

計算式

6.6×2.0×4=52.8

1.85×61.0×2=225.7

2.0×4.0×2=16.0

3.0×12.0×2=72.0

8.4×12.0×2=201.6

数量

52.8m2

225.7m2

289.6掛m2
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